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は
じ
め
に

�
�
�
○
年
代
後
半
か
ら
�
�
�
○
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
日
本
に

留
学
し
、
帰
国
後
は
日
本
統
治
下
の
〝
淪
陥
区
〟
北
京
で
創
作
を
続
け
人

気
を
博
し
た
女
性
作
家
・
梅
娘纊
は
、
日
本
文
学
の
翻
訳
も
意
欲
的
に
お

こ
な
っ
た
。
そ
の
主
な
仕
事
に
、
久
米
正
雄
「
白
蘭
の
歌
」、
石
川
達
�

「
母
系
家
族
」
の
翻
訳
が
あ
る褜
。
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

日
本
語
訳
か
ら
の
重
訳
と
思
わ
れ
る
西
洋
文
学
の
翻
訳
も
あ
る鍈
。
筆
者
は

昨
年
、
梅
娘
の
日
本
で
の
足
跡
と
代
表
作
で
あ
る
小
説
「
蟹
」
に
つ
い

て
の
論
考
を
ま
と
め
た銈
が
、「
蟹
」
の
初
出
雑
誌
『
華
文
大
阪
毎
日
』
を

閲
読
す
る
過
程
で
、
梅
娘
が
同
誌
に
Ｈ
・
海
塞
、
す
な
わ
ち
ヘ
ル
マ
ン
・

ヘ
ッ
セ
の
短
編
小
説
を
翻
訳
紹
介
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
梅
娘
訳
に
よ
る
ヘ
ッ
セ
の
短
編
小
説
「
奇
妙
的
故

事
」、
お
よ
び
同
誌
の
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
魯
風
訳
に
よ
る
ヘ
ッ
セ
の

短
編
小
説
「
詩
人
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
翻
訳
に
用
い
た
底
本
に
つ
い
て

調
査
検
討
し
た
結
果
を
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
掲
載
誌
『
華
文
大
阪
毎

日
』
の
西
洋
文
学
紹
介
の
状
況
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
の
初
歩
的
な
考
察

を
試
み
た
い
。

２　

﹁
奇
妙
的
故
事
﹂
お
よ
び
﹁
詩
人
﹂
の
概
要

短
編
小
説
「
奇
妙
的
故
事
（
ふ
し
ぎ
な
物
語
）」（
梅
娘
訳
）
お
よ
び

「
詩
人
」（
魯
風
訳
）
は
、
�
�
�
○
年
�
月
十
�
日
発
行
の
『
華
文
大
阪

毎
日
』
第
�
巻
第
�
期
（
通
巻
�
十
�
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
誌
は

こ
の
年
、「
海
外
文
学
」
選
輯
と
称
し
て
西
洋
文
学
の
特
集
を
六
回
に
わ

た
っ
て
組
ん
で
お
り
、
こ
の
号
は
そ
の
第
�
回
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ヘ
ッ

セ
特
集
で
あ
る
こ
の
回
に
は
、
短
編
小
説
「
奇
妙
的
故
事
」「
詩
人
」
の

ほ
か
、
紅
筆
に
よ
る
作
家
紹
介
「
詩
人
海
塞
底
霊
魂
（
詩
人
ヘ
ッ
セ
の

魂
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
魯
風
は
陳
漪
堃
の
筆
名
、
紅
筆
は

研
究
ノ
ー
ト

Ｈ
・
海
塞
作
／
梅
娘
訳
「
奇
妙
的
故
事
」
お
よ
び
魯
風
訳
「
詩
人
」
に
関
す
る
覚
書

栗
山
千
香
子　
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柳
龍
光
の
筆
名
。
�
人
と
も
同
誌
の
編
集
者
兼
記
者
で
あ
り
、
柳
龍
光
は

梅
娘
の
夫
で
も
あ
る
。
同
誌
の
性
格
や
特
徴
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

「
奇
妙
的
故
事
」
は
中
国
語
訳
で
�
千
�
百
字
ほ
ど
の
短
編
小
説
で
あ

る
。―

茲
古
拉
と
い
う
名
の
男
が
日
曜
日
に
博
物
館
へ
行
き
、
展
示
物

の
中
に
あ
っ
た
錬
金
術
の
丸
薬
を
つ
い
持
ち
去
っ
て
飲
ん
で
し
ま
う
。
そ

の
あ
と
動
物
園
に
行
く
と
動
物
の
言
葉
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
動
物
た
ち
の
人
間
に
対
す
る
侮
蔑
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
同
時
に
動

物
た
ち
の
気
高
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
男
は
人
間
に
絶
望
し
、
思
考
が
混

乱
し
た
ま
ま
歩
き
回
り
、
つ
い
に
は
ス
テ
ッ
キ
や
帽
子
や
靴
や
ネ
ク
タ
イ

を
投
げ
捨
て
、
男
を
終
始
澄
ん
だ
瞳
で
見
つ
め
て
い
た
ヘ
ラ
ジ
カ
の
柵
に

と
り
つ
い
て
む
せ
び
泣
く
。
最
後
に
男
は
精
神
病
院
へ
送
ら
れ
て
し
ま

う
。―

社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
人
間
の
孤
独
な
姿
、
科
学
や
文
明
へ
の

懐
疑
、
皮
肉
な
語
り
口
な
ど
が
、
訳
者
（
梅
娘
）
や
編
集
者
の
印
象
に

残
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
博
物
館
や
動
物
園
と
い
う
設
定
も
、
新

鮮
に
感
じ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
詩
人
」
は
中
国
語
訳
で
�
千
六
百
字
ほ
ど
の
短
編
小
説
で
あ
る
。

―

黄
河
の
ほ
と
り
に
住
む
唐
の
青
年
詩
人
・
范
芳
呉
は
、
完
璧
な
詩
人

に
な
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
た
。
あ
る
日
の
夕
方
、
燈
籠
流
し
の
祭
り
が

お
こ
な
わ
れ
た
河
の
ほ
と
り
で
、
完
全
な
詩
の
言
葉
を
口
に
す
る
老
人
に

出
会
う
。
范
芳
呉
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
結
婚
を
先
に
延
ば
し
、
両
親

と
許
婚
の
い
る
故
郷
を
あ
と
に
し
て
、
老
人
の
も
と
で
弟
子
と
し
て
音
楽

と
詩
の
修
行
を
積
む
。
ど
れ
ほ
ど
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
の
年
月
が
過
ぎ

た
あ
る
日
、
師
匠
の
姿
は
い
つ
の
ま
に
か
消
え
て
お
り
、
范
芳
呉
は
琵
琶

を
携
え
て
故
郷
へ
帰
る
が
、
両
親
も
許
婚
も
親
類
も
す
で
に
世
を
去
っ
て

い
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
河
で
燈
籠
流
し
の
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
范
芳

呉
が
琵
琶
を
弾
く
と
、
人
々
は
み
な
う
っ
と
り
聞
き
入
っ
た
。
范
芳
呉
に

は
、
そ
の
日
の
祭
り
と
、
昔
同
じ
場
所
で
師
匠
の
詩
の
言
葉
を
耳
に
し
て

衝
撃
を
受
け
た
日
の
祭
り
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
。―

ヘ
ッ
セ
の
中
の
真
の
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
中
国
文
化
こ
と
に
老
荘
思
想

に
対
す
る
憧
れ
が
表
現
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
訳
者
（
魯
風
）
や
編
集
者

が
こ
の
作
品
に
興
味
を
も
ち
、
中
国
の
読
者
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
た
の

は
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。

梅
娘
訳
「
奇
妙
的
故
事
」
と
魯
風
訳
「
詩
人
」
に
は
、
原
作
に
関
す

る
デ
ー
タ
の
記
載
が
な
い
。
最
新
の
日
本
語
版
『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
全

集
』（
全
十
六
巻
、
臨
川
書
店
）
は
、
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
最
新
版
の

ヘ
ッ
セ
全
集
（
全
�
十
巻
＋
別
巻
、
ズ
ー
ア
カ
ン
プ
出
版
社
）
を
底
本
と

し
て
お
り
、
各
作
品
の
初
出
デ
ー
タ
等
も
正
確
に
翻
訳
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
本
語
版
全
集
に
拠
っ
て
原
作
の
原
題
・
初
出
等
の
確
認
を
試

み
た
。
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「
詩
人
」
は
日
本
語
の
表
題
も
同
じ
な
の
で
す
ぐ
に
み
つ
か
っ
た
が
、

「
奇
妙
的
故
事
」
は
、
日
本
語
訳
と
し
て
予
想
で
き
る
「
ふ
し
ぎ
な
物
語
」

「
奇
妙
な
出
来
事
」
な
ど
の
表
題
は
み
あ
た
ら
ず
、
中
国
語
訳
の
主
人
公

の
名
前
・
茲
古
拉
（Zigula

）
と
日
本
語
表
題
「
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
と
い
う

名
の
男
」
が
結
び
つ
く
ま
で
に
、
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
。「
奇
妙
的
故

事
」
と
い
う
中
国
語
表
題
は
、
梅
娘
が
翻
訳
の
底
本
と
し
た
日
本
語
版
テ

キ
ス
ト
の
表
題
に
よ
る
こ
と
が
後
に
判
明
し
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。
前
述
の
臨
川
書
店
版
・
ヘ
ッ
セ
全
集
に
よ
れ
ば
、
こ

の
�
作
品
の
原
題
と
執
筆
・
初
出
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

○ 

原
題　

E
in M

ensch m
it N

am
en Ziegler

（
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
と
い
う

名
の
男
）

執
筆
・
初
出　

マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
の
ド
イ
ツ
文
芸
資
料
館
に
タ
イ
プ
原
稿

所
蔵
。
初
出
は
、
雑
誌
《
ジ
ン
プ
リ
チ
シ
ム
ス
》（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

�
�
○
�
年
十
�
月
�
十
�
日
）。
単
行
本
と
し
て
の
初
出
は
、

Ｈ
・
ヘ
ッ
セ
『
思
い
出
帳
』（
ベ
ル
リ
ン
、
�
�
�
�
年
）

○
原
題　

D
er D

ichter

（
詩
人
）　　

執
筆
・
初
出　

�
�
�
�
年
執
筆
。
初
出
は
『
芸
術
へ
の
道
』
の
表
題

で
新
聞
《
デ
ア
・
タ
ー
ク
》（
ベ
ル
リ
ン
、
�
�
�
�
年
�
月
�

日
）、
単
行
本
と
し
て
の
初
出
は
Ｈ
・
ヘ
ッ
セ
『
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
』

（
Ｓ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
出
版
社
、
�
�
�
�
年
）

３　

中
国
語
訳
の
底
本
に
つ
い
て

梅
娘
訳
「
奇
妙
的
故
事
」
と
魯
風
訳
「
詩
人
」
に
は
、
翻
訳
に
用
い

た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
い
。
梅
娘
も
魯
風
も
日
本
語
が
堪
能

だ
っ
た
こ
と
、
当
時
日
本
に
滞
在
し
て
お
り
日
本
語
の
刊
行
物
が
入
手
し

や
す
か
っ
た
こ
と
、
日
本
で
編
集
・
発
行
さ
れ
日
本
語
の
情
報
・
文
献
か

ら
の
翻
訳
が
多
か
っ
た
掲
載
誌
の
状
況
等
か
ら
、
こ
の
作
品
は
日
本
語
訳

か
ら
の
重
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
梅
娘
と
魯
風
が
翻
訳
に
あ
た
っ
て
底
本
と
し
た

の
は
、
改
造
社
『
ふ
る
さ
と
紀
行　

他
六
篇
』
に
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
理
由
を
、
刊
行
時
期
、
表
題
、
本
文
等
の

異
同
の
�
点
か
ら
説
明
し
た
い
。

ま
ず
、
�
つ
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
日
本
語
版
テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
て

お
く
。

1 
．
改
造
社
『
ふ
る
さ
と
紀
行　

他
六
篇
』（
改
造
文
庫
）、
�
�
�
�

年
�
月

※ 

「
ふ
る
さ
と
紀
行
」「
奇
妙
な
物
語
」「
詩
人
」「
フ
ァ
ル
ド
ゥ
ム

歳
の
市
」「
エ
ミ
ー
ル
・
コ
ル
プ
」「
イ
ー
リ
ス
」「
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
」
の
�
編
を
収
録
。
竹
越
和
夫
訳
。

2 
．
�
笠
書
房
『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
全
集
』
全
十
�
巻
＋
別
巻
、
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�
�
�
�
年
�
月―

�
�
年
�
月

※ 

第
十
巻
（
�
�
�
○
年
�
月
）
に
『
母
に
歸
る
』
の
中
の
�
編
と

し
て
「
詩
人
」
を
収
録
。
尾
崎
喜
�
訳
。

※ 
第
十
�
巻
（
�
�
�
�
年
�
月
）
に
『
知
と
愛
の
物
語
』
の
中
の

�
編
と
し
て
「
チ
ー
グ
ラ
ー
と
い
ふ
名
の
男
」
を
収
録
。
佐
藤
晃

�
訳
。

3 
．
新
潮
社
『
ヘ
ル
マ
ン
ヘ
ッ
セ
全
集
』
全
十
�
巻
＋
別
巻
、

�
�
�
�
年
�
月―

�
�
年
六
月

※ 

第
十
巻
（
�
�
�
�
年
十
�
月
）
に
『
東
方
巡
礼
』
の
中
の
�
編

と
し
て
「
詩
人
」
を
収
録
。
高
橋
健
�
訳
。

4 
．
臨
川
書
店
『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
全
集
』
全
十
六
巻
、
�
○
○
�

年
�
月―

○
�
年
�
�
月

※ 

第
六
巻
（
�
○
○
六
年
�
月
）
に
『
物
語
集
Ⅳ 1908-1911

』
の

中
の
�
編
と
し
て
「
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
と
い
う
名
の
男
」
を
収
録
。

竹
岡
健
�
訳
。

※ 

第
�
巻
（
�
○
○
�
年
六
月
）
に
『
メ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
』
の
中
の
�

編
と
し
て
「
詩
人
」
を
収
録
、
川
端
明
子
訳
。

■
刊
行
時
期
に
つ
い
て

「
奇
妙
的
故
事
」「
詩
人
」
の
掲
載
誌
（『
華
文
大
阪
毎
日
』
第
�
巻
第

�
期
）
の
発
行
日
（
�
�
�
○
年
�
月
十
�
日
）
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た

日
本
語
版
テ
キ
ス
ト
は
、
１
だ
け
で
あ
る
。
2
の
第
十
巻
は
同
じ
�
�
�

○
年
�
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
訳
・
印
刷
の
時
間
を
考
え
る
と
、

こ
れ
を
底
本
と
し
た
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

2
の
内
容
に
は
中
国
語
訳
と
異
な
る
点
が
あ
る
。

■
「
奇
妙
的
故
事
」
と
日
本
語
表
題
に
つ
い
て

中
国
語
表
題
と
同
義
な
の
は
1
（「
奇
妙
な
物
語
」）
の
み
で
あ
る
。
1

の
あ
と
が
き
に
は
、「「
奇
妙
な
物
語
」
は
且
つ
て
の
ウ
ヰ
ン
ナ
ア
・
プ
レ

セ
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
」
と
あ
る
。「
ウ
ヰ
ン
ナ
ア
・
プ
レ
セ
」
は
当
時

ウ
ィ
ー
ン
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
1
に
は
原
題
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。「
奇
妙
な
物
語
」
と

い
う
日
本
語
表
題
は
、
訳
者
（
竹
越
和
夫
）
が
独
自
に
考
え
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
が
、「
ウ
ヰ
ン
ナ
ア
・
プ
レ
セ
」
に
そ
の
よ
う
な
表
題
で
掲
載

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

■
「
奇
妙
的
故
事
」
と
日
本
語
版
本
文
の
異
同
に
つ
い
て

「
奇
妙
的
故
事
」
と
１
の
本
文
は
、「
奇
妙
的
故
事
」
に
訳
者
（
梅
娘
）

の
訳
し
漏
れ
と
思
わ
れ
る
部
分
が
1
の
日
本
語
で
�
行
強
あ
る
ほ
か
は
、

�
致
し
て
い
る
。
2
、
3
、
4
に
は
、
つ
ぎ
に
示
す
よ
う
に
冒
頭
部
分
に

比
較
的
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

「
奇
妙
的
故
事
」（
梅
娘
訳
）

在
世
間
依
舊
包
在
和
平
的
空
氣
的
時
候
、
在
福
勞
耶
爾
的
小
巷
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一
四
五

中
、
住
着
�
位
名
茲
古
拉
的
年
青
的
男
人
。

1
の
「
奇
妙
な
物
語
」（
武
越
和
夫
訳
）

　

ま
だ
世
間
が
平
和
な
空
氣
に
包
ま
れ
て
ゐ
た
頃
、
フ
ラ
ウ
エ
ル
横

町
に
、
ツ
イ
ー
グ
ラ
ー
と
云
ふ
若
い
男
が
住
ん
で
ゐ
た
。

2
の
「
チ
ー
グ
ラ
ー
と
い
ふ
名
の
男
」（
佐
藤
晃
�
訳
）

　

あ
る
と
き
ブ
ラ
ウ
エ
ル
街
に
チ
ー
グ
ラ
ー
と
い
ふ
名
の
若
紳
士
が

住
ん
で
ゐ
た
。

4
の
「
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
と
い
う
名
の
男
」（
竹
岡
健
�
訳
）

　

か
つ
て
ビ
ー
ル
醸
造
小
路
に
、
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
と
い
う
名
の
若
い

紳
士
が
住
ん
で
い
た
。

■
「
詩
人
」
の
詩
人
の
名
前
とM

athilde Schw
arzenbach

（
ス
イ
ス
の

チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
裕
福
な
工
場
経
営
者
の
娘
で
、
長
年
ヘ
ッ
セ
と
親
交
を
結

ん
だ
文
通
相
手
）
へ
の
献
辞
に
つ
い
て

「
詩
人
」（
魯
風
訳
）
の
詩
人
の
名
前
は
「
范
芳
呉
」。
献
辞
な
し
。

1
の
詩
人
の
名
前
は
「
范
芳
呉
」。
献
辞
な
し
。

2 
の
詩
人
の
名
前
は
「
范
鳳
公
」。
本
文
の
前
に
献
辞
「
マ
テ
ィ
ル
デ
・

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
に
」

3
の
詩
人
の
名
前
は
「
ハ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
」。
献
辞
な
し
。

4 
の
詩
人
の
名
前
は
「
ハ
ン
・
フ
ォ
ー
ク
」。
本
文
の
後
に
献
辞
「
マ

テ
ィ
ル
デ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ハ
に
捧
ぐ
」

以
上
か
ら
、
刊
行
時
期
、
表
題
、
本
文
等
の
異
同
、
い
ず
れ
の
点
か
ら

も
、
１
の
み
が
中
国
語
訳
の
�
編
の
底
本
と
み
て
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
梅
娘
訳
「
奇
妙
的
故
事
」
と
魯
風
訳
「
詩
人
」
の
底
本
は
、
改
造

社
版
『
ふ
る
さ
と
紀
行　

他
六
篇
』
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。

４　

掲
載
誌
﹃
華
文
大
阪
毎
日
﹄
お
よ
び

﹁
海
外
文
学
﹂
選
輯
に
つ
い
て

「
奇
妙
的
故
事
」
と
「
詩
人
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
華
文
大
阪
毎
日
』
は
、

�
�
�
�
年
十
�
月
�
日
に
創
刊
さ
れ
た
半
月
刊
の
中
国
語
総
合
雑
誌
で

あ
る
。「
満
洲
」
を
含
む
中
国
全
土
に
販
売
網
を
持
つ
こ
の
雑
誌
は
、
発

行
部
数
の
多
さ
、
発
行
期
間
の
長
さ
、
執
筆
陣
等
、
い
ず
れ
の
点
で
も
、

当
時
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
中
国
語
雑
誌
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
発
行
所

は
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
。
民
間
の
雑
誌
で
は
あ
る
が
、

政
府
の
肝
入
り
で
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
大
東
亜
共

栄
圏
」
構
想
を
中
国
人
に
宣
伝
・
啓
蒙
し
よ
う
と
の
意
図
が
う
か
が
え

る
。
し
か
し
ま
っ
た
く
の
国
策
宣
伝
雑
誌
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
時
局

の
ほ
か
教
育
、
生
活
、
科
学
、
文
学
、
芸
術
な
ど
幅
広
い
分
野
の
記
事
や

論
説
や
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
と
に
文
学
に
は
比
較
的
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
お
り
、
日
本
の
著
名

な
作
家
お
よ
び
作
品
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
中
国
語
に
よ
る
創
作
も
多
く
掲
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載
し
て
い
る
。
懸
賞
を
設
け
て
論
文
・
創
作
を
募
る
な
ど
、
日
本
へ
の
留

学
生
を
含
む
新
人
作
家
発
掘
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た蓜
。

同
誌
に
は
「
海
外
文
学
」
選
輯
が
始
ま
る
前
に
「
翻
訳
文
芸
」
と
い

う
蘭
が
あ
っ
た
が
、
日
本
文
学
の
翻
訳
紹
介
が
主
で
、
ま
た
作
品
も
ご
く

短
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。「
海
外
文
学
」
選
輯
は
西
洋
文
学
に
的
を

絞
っ
た
特
集
で
、
毎
回
�
～
六
ペ
ー
ジ
の
紙
面
を
割
い
て
�
人
の
作
家
を

紹
介
し
て
い
る
。
作
品
の
翻
訳
�
、�
篇
と
作
家
紹
介
の
文
章
�
篇
（
作

家
の
写
真
つ
き
）
を
掲
載
す
る
と
い
う
紙
面
構
成
が
六
回
す
べ
て
に
貫
か

れ
て
お
り
、
内
容
も
比
較
的
充
実
し
て
い
る
。

「
奇
妙
的
故
事
」
と
「
詩
人
」
が
こ
の
「
海
外
文
学
」
選
輯
の
第
�
回

の
中
で
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
全
六
回
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
す
べ
て
あ
げ
て
お
こ
う
。

第
�
回　

※
Ａ
・
紀
徳
特
集

「
Ａ
・
紀
徳
和
他
的
作
品
」
雪
螢
／
「
芸
術
的
界
限
」
白
樺
訳
／

「
�
�
�
�
大
戦
日
記
」
魯
風
訳

（『
華
文
大
阪
毎
日
』
第
�
巻
第
�
期
（
通
巻
�
十
�
号
）
�
�
�

○
年
�
月
十
�
日
）

第
�
回　

※
Ｈ
・
海
塞
特
集

「
詩
人
」
魯
風
訳
／
「
奇
妙
的
故
事
」
梅
娘
訳
／
「
詩
人
海
塞
底
霊
魂
」

紅
筆

（
同
第
�
巻
第
�
期
（
通
巻
�
十
�
号
）
�
�
�
○
年
�
月
十
�

日
）

第
�
回　

※
Ｊ
・
倫
敦
特
集

「
白
牙
」
張
蕾
訳
（
抄
訳
）
／
「
地
獄
人
群
」
魯
風
訳
（
抄
訳
）
／

「『
地
獄
人
群
』
序
」
雪
螢
訳
／
「
生
活
的
探
求―

関
於
Ｊ
・
倫
敦
」
紅

筆
（
同
第
�
巻
第
六
期
（
通
巻
�
十
六
号
）（
�
�
�
○
年
�
月
十
�

日
）

第
�
回　

※
Ｍ
・
Ｙ
・
萊
蒙
托
夫
特
集

「
搭
瑪
尼
」（「
現
代
英
雄
」
之
�
節
）
白
樺
訳
／
『
抒
情
詩
抄
』
糸
己

訳
（「
帆
」「
希
望
」「
故
国
」）
／
「
早
死
的
萊
蒙
托
夫
」
雪
螢

（
同
第
�
巻
第
�
期
（
通
巻
�
十
�
号
）
�
�
�
○
年
十
月
十
�

日
）

第
�
回　

※
拝
倫
特
集

「
拝
倫
的
�
生
」
梅
娘
／
『C

hilde H
arold

的
巡
礼
』（
抄
訳
）
白
樺
訳

『
抒
情
詩
抄
』
白
樺
訳
（「
印
度
風
格
的
歌
（
献
給
我
的
愛
人
）」「
寄
」

「
断
片(

�
十
�)

」）

（
同
第
�
巻
第
十
期
（
通
巻
�
十
号
）
�
�
�
○
年
十
�
月
十
�

日
）

第
六
回　

※
Ｌ
・
皮
藍
代
羅
特
集
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一
四
七

「
Ｌ
・
皮
藍
代
羅
」
魯
風
／
「
密
友
」
蕭
然
訳
／
「
最
好
再
想
�
遍
」

劉
針
訳（

同
第
�
巻
第
十
�
期
（
通
巻
�
十
�
号
）
�
�
�
○
年
十
�
月

十
�
日
）

第
�
回
は
ジ
イ
ド
（A

ndré G
ide

）、
第
�
回
は
ヘ
ッ
セ
（H

erm
ann 

H
esse

）、
第
�
回
は
ロ
ン
ド
ン
（Jack London

）、
第
�
回
は
レ
ー
ル

モ
ン
ト
フ
（M

ikhail Y. Lerm
ontov

）、
第
�
回
は
バ
イ
ロ
ン
（G

eorge 

G
ordon B

yron

）、
第
六
回
は
ピ
ラ
ン
デ
ッ
ロ
（Luigi Pirandello

）
の
特

集
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
ド
イ
ツ
文
学
、
ア
メ
リ
カ
文
学
、
ロ
シ
ア

文
学
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
イ
タ
リ
ア
文
学
、
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
西
洋

文
学
紹
介
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
選
輯
に
お
け
る
梅
娘
と
魯
風
お
よ
び
柳
龍
光
の
仕
事
ぶ
り
を
見

て
み
る
と
、
梅
娘
は
第
�
回
に
小
説
の
翻
訳
、
第
�
回
に
作
家
紹
介
の
文

章
を
、
魯
風
は
第
�
回
、
第
�
回
、
第
�
回
に
小
説
の
翻
訳
、
第
六
回
に

作
家
紹
介
の
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
柳
龍
光
は
紅
筆
と
い
う
筆

名
で
第
�
回
、
第
�
回
に
作
家
紹
介
の
文
章
を
、
糸
己
と
い
う
筆
名
で
第

�
回
に
詩
の
翻
訳
を
発
表
し
て
い
る
。
執
筆
回
数
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の

「
海
外
文
学
」
選
輯
は
、
本
誌
の
編
集
者
兼
記
者
で
あ
っ
た
魯
風
、
柳
龍

光
、
そ
し
て
白
樺
（
田
瑯
）、
雪
螢
（
李
景
新
）
が
中
心
に
な
り
、
彼
ら

と
親
し
か
っ
た
梅
娘
等
が
書
き
手
と
し
て
協
力
す
る
形
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

５　

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
�
�
�
○
年
に
中
国
語
に
翻
訳
・
発
表
さ

れ
た
ヘ
ッ
セ
の
�
編
の
短
編
小
説
「
奇
妙
的
故
事
」（
梅
娘
訳
）
お
よ
び

「
詩
人
」（
魯
風
訳
）
は
、
そ
の
前
年
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
改
造
文
庫
か

ら
翻
訳
さ
れ
、
中
国
国
内
の
読
者
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
当
時
こ
の
よ
う
な
形
で
西
洋
文
学
の
翻
訳
紹
介
が
お
こ
な
わ

れ
た
意
味
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
る
が
、
そ
の
こ
と
を
論
じ
る
た
め
に

は
、『
華
文
大
阪
毎
日
』「
海
外
文
学
」
選
輯
全
体
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に

当
時
の
中
国
語
に
よ
る
外
国
文
学
紹
介
の
状
況
全
般
に
つ
い
て
も
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
、
�
�
�
○
年
代
か
ら
�
○
年
代
に
か
け

て
日
本
に
留
学
し
、
日
本
と
中
国
を
往
来
し
な
が
ら
「
筆
」
で
生
き
た
彼

ら
の
翻
訳
と
い
う
文
学
的
営
為
と
そ
の
意
味
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。注（

1
）　

梅
娘
（M

einiang

／
本
名
は
孫
加
瑞Sun Jiarui

）
は
、
�
�

�
○
年
に
長
春
で
生
ま
れ
、
�
�
�
○
年
代
後
半
か
ら
�
○
年
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代
は
じ
め
に
か
け
て
�
度
に
わ
た
り
日
本
に
留
学
、
留
学
中
に

本
格
的
な
創
作
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
小
説
「
蟹
」
が
大
東

亜
文
学
賞
を
受
賞
し
て
〝
満
洲
国
〟
屈
指
の
女
流
作
家
と
も
て

は
や
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
と
深
く
関
わ
っ
た
そ
の
経
歴
ゆ
え
に
、

新
中
国
建
国
後
に
は
右
派
分
子
と
さ
れ
、
�
�
�
�
年
に
名
誉

回
復
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
名
は
完
全
に
封
印
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

�
�
�
○
年
代
以
降
、
中
国
で
文
学
史
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

る
中
、
梅
娘
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
も
は
じ
ま
っ
て
い

る
が
、
そ
の
文
学
的
営
為
や
背
景
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ

た
と
は
言
え
な
い
。

（
2
）　
「
白
蘭
の
歌
」
は
「
白
蘭
之
歌
」
と
し
て
『
大
同
報
』
に
翻
訳

連
載
（
�
�
�
�
年
十
�
月
�
十
�
日
か
ら
�
�
年
�
月
�
十
�

日
）
さ
れ
た
。「
母
系
家
族
」
は
同
じ
表
題
で
『
婦
女
雑
誌
』
に

翻
訳
連
載
（
�
�
�
�
年
十
�
月
か
ら
�
�
年
�
月
）
さ
れ
た

後
、
�
�
�
�
年
に
北
京
新
民
印
書
館
か
ら
単
行
本
で
出
版
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
岸
陽
子
「
も

う
ひ
と
つ
の
『
白
蘭
の
歌
』―

 

梅
娘
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」（『
植

民
地
文
化
研
究
3
』
�
○
○
�
年
）、
張
志
晶
「
梅
娘
と
『
白
蘭

の
歌
』」（『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
7
』
�
○
○
�
年
六
月
）、

同
「
石
川
達
�
『
母
系
家
族
』
試
論 ―

 

比
較
文
学
的
梅
娘
論
の

�
階
梯
と
し
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
別

冊
』
�
○
○
�
年
�
月
）
が
あ
る
。

（
3
）　

范
宇
娟
『
梅
娘
著
訳
年
表
』（『
新
文
学
史
料
』
�
○
○
○
年
第

�
期
）
に
よ
れ
ば
、
�
�
�
�
年
に
シ
ェ
リ
ー
の
詩
「
歌
」
の

翻
訳
が
『
中
国
文
芸
』
第
�
巻
第
�
期
に
発
表
さ
れ
て
い
る
（
未

見
）。
本
稿
で
扱
っ
た
ヘ
ッ
セ
作
品
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り
ま
だ
紹
介
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
こ
の
年
表
に
も
記
載

が
な
い
。

（
4
）　

栗
山
千
香
子
「
梅
娘
（M

einiang

）
試
論 ―

 

小
説
『
蟹
』
を
中

心
に
」（『
現
代
中
国
文
化
の
光
芒
』
中
央
大
学
出
版
部
、
�
○
�

○
年
�
月
）

（
5
）　

同
誌
の
文
学
面
で
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
岡
田
英
樹
「
中
国
語

に
よ
る
大
東
亜
文
化
共
栄
圏 ―

 

雑
誌
『
華
文
大
阪
毎
日
』・『
文

友
』
の
世
界
」（『
中
国
東
北
文
化
研
究
の
広
場
』
第
�
号
、
�
○

○
�
年
�
月
）
に
詳
し
い
。

付
記　

ド
イ
ツ
語
版
テ
キ
ス
ト
や
ド
イ
ツ
語
表
記
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ

文
学
者
で
あ
り
『
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
』
全
集
（
臨
川
書
店
）
の
編

集
・
翻
訳
を
担
当
さ
れ
た
田
中
裕
氏
と
竹
岡
健
�
氏
に
質
問
し
、
丁

寧
な
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
田
中
裕
氏
に
は
、
日
本
に
お
け
る
ヘ
ッ



Ｈ
・
海
塞
作
／
梅
娘
訳
「
奇
妙
的
故
事
」
お
よ
び
魯
風
訳
「
詩
人
」
に
関
す
る
覚
書

一
四
九

セ
紹
介
に
つ
い
て
、
ま
た
「
詩
人
」
の
献
辞
の
相
手
で
あ
るM

athilde 

Schw
arzenbach

に
つ
い
て
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

 

（
く
り
や
ま　

ち
か
こ
・
中
央
大
学
）　




